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倉垣遺跡の所在する豊能郡能勢町は大阪府の北端に位置し、町境の北側を京都府、南側を兵庫

県とに接しています。摂津・丹波の山々に取り囲まれ、大阪府内でも数少ない自然が多く残され

ている高原の町です。しかし、豊かな自然に恵まれたこの地域も近年の圃場整備事業、ゴルフ場、

宅地などの開発により、その景観は大きく変貌しようとしています。

大阪府教育委員会では「歌垣地区」で進められている圃場整備事業に先立ち、埋蔵文化財の発

掘調査を平成 4年度より実施してきました。今回報告する9。 10年度の調査では、倉垣遺跡にお

いて圃場の切り上や用排水路工事という地下の遺構に影響を及ぼす部分の発掘を行ないました。

その結果、当時の能勢地域を知る上で貴重な歴史資料を得ることができました。この成果は地域

史の解明に重要なものであることと確信しております。

調査に際しては多くの方々のご協力をいただいたことに厚く感謝いたしますとともに、今後と

も文化財行政に変わらぬご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成11年 3月

大阪府教育委員会

文化財保護課長 鹿 野 一 美

例 口

1、 本書は大阪府教育委員会が大阪府環境農林水産部より依頼を受けて、文化財保護課が担当実

施 した府営農村基盤整備事業「歌垣地区」に伴う発掘調査の概要報告書である。

2、 調査は文化財保護課技師辻本武を担当者として、E地区では平成 9年■月から、K地区では

平成10年 11月 から現地調査を実施 し、それに伴う整理作業を並行 して進め、平成11年 3月 に終

了した。

3、 調査にあたっては、地権者各位および地元土地改良区、大阪府北部農と緑の総合事務所池田

分室、能勢町教育委員会をはじめ多くの諸機関、諸氏より懇切なご協力を賜わった。記して感

謝する次第である。

4、 本書の執筆・編集は辻本が行なった。



第 1章 はじめに

能勢町は、海より直線距離で30k■ 離れた山中にある町で、標高200～ 250mの 小盆地が点在 して

いる。倉垣地区は当町の北東にあって、南北1.5kn、 東西 l knの盆地である。今回調査 した倉垣

遺跡は、この盆地の中央にあって、96年度より今年度までの 3ケ年にわたって調査が続けられて

きた。なお96年度調査では「ハイ原遺跡」等という名称での調査であったが、これは「倉垣遺跡」

の範囲に含まれる。これ らの経過については『倉垣遺跡発掘調査概要』等の公刊されている報告

書にすでに記述されている。

本書は、農村基盤整備事業「歌垣地区」にある倉垣遺跡 E～K区、および同事業に先立ち調査

されて未報告であった城ケ脇遺跡の遺物についても報告するものである。

なお本事業名の「歌垣地区」は、1956年 の能勢町成立までは倉垣・吉野・山内の三地区を合わ

せた範囲が「歌垣村」という行政単位であったところから名付けられたものである。

倉垣遺跡の環境や調査に至る経過については、従前の当町内各遺跡の発掘調査概要報告書に述

べられているものとほとんど変わりがないので、それ らを参照することをお願いして、今回は旧

能勢郡内 (能勢町・ 豊能町)において、本書に関係する時代の遺跡の分布図のみを掲載する。

1.日野窯跡 2.尾道遺跡 3.屋組遺跡 4.上椿遺跡 5.城脇遺跡 6.三草山古墳群
7.源治郎山古墳群 8.法蓮坂遺跡 9.大里廃寺 10.大里遺跡 11.八 ヶ岡遺跡 12.山 内池尻遺跡
13.阪尻遺跡 14.円 山古墳群 B支群 15。 倉垣遺跡 16.小戸古墳群B支群 17.吉野遺跡 18,坂ノ尻遺跡
19。 大門遺跡 20。 野間遺跡 21.九ノ坪遺跡 22.野間中古墳群 B支群 23.岩崎社経塚跡 24.九本田遺跡
25。 余野城跡中所地区 26.寺田遺跡

第 1図 旧能勢郡の飛鳥・奈良 。平安時代の遺跡
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第 2章 EoK区 の調査

E区

E区は、倉垣地区内の大字上村から同和田へ行 く町道の途中の北に接 して設定 した調査区であ

る。96年度に実施 した試掘調査の際に、古墳時代の遺物の包含層が確認されたため、遺跡として

認められたものである。

調査の結果、当調査区の南西隅に遺物包含層が見られて、土師器の細片が得 られたのであるが、

大半は遺構・遺物ともに稀少であった。           ヽ

遺構としては段状遺構および溝が検出されている。中世の遺物を若干含むので、この時期のも

のと思われる。

試掘調査は当調査区の西隣の土地で実施されたものであるので、古墳時代の遺跡は当調査区の

南西隅まで しか広がらないことが確認された。

K区

K区は、 E区か ら東へ130mの位置に設定 した調査区である。調査の結果、調査区全体が自然

谷で、その肩がかろうじて残っているの

を検出した。谷は深さ1.5mで、埋土中

より13～14世紀の瓦器や上師器片、磁器

片などが出上 した。自然谷は、この時期

あるいはその直後に埋め立てられて田畑

として開発されたものと推定される。当

区は前述のように谷を埋めて造成された

田畑であるので、流水・湧水が多く、近

世～近代の暗渠排水溝が縦横に走る。素

掘りのものだけでなく、石で組んで天丼

石で覆うものもあった。

当区の自然谷からの出土遺物としては、

最も古いものは緑釉陶器碗 (1)である

が、この時期のものは他には非常に少な

く、偶然入り込んだ遺物と考えられる。

当区の出土遺物は13～14世紀のものが

大半を占める。土師器小皿 (2～ 7)の

うち、 (6)は日縁端を「 く」の字に折

り曲げるタイプ、 (7)はいわゆるヘソ

皿タイプである。瓦器碗 (8～12)は外

此f誘翡叛揚蒻蒻劾劾蒻影蒻翡
堅孟

第 3図  E区全体図
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面にミガキが見られないもので、 (3)は片口を有し、 (12)の内面底には格子状暗文をもつ。

(13)は 瓦質の羽釜。 (14)は青白磁であるが、器種は不明。天地逆の可能性がある。 (15～17)

は白磁、 (18・ 19)は青磁の碗。 (20)は瀬戸の皿で、内面に花文のスタンプが押されている。

(21)は唐津で、以上とは違ってかなり時期が新しくなる。

第 4図  K区コンター図
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第 5図  K区出土遺物
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第 3章  F・ G区の調査

第 1節  F区 の調査

F区はE区より南東へ250mの位置に設定した調査区である。調査着手前は中央に2.3mの段差

が南北に走り、擁壁として石垣ブロックを積んでいた。段差より西はいわゆる表上下即地山で、

遺構・遺物はなかった。段差より東の高台部分に遺物包含層が見られ、遺構が検出された。

現耕作土と黄褐色上の地山との間に遺物包含層が挟まる。調査区の南東ではその層がほとんど

なく、北西に行くに従って厚くなる。よって地山面は南東が高く、北西が低くなる。包含層中か

らは若干の中世の遺物とともに、飛鳥時代の遺物が得られた。この包含層を除去した地山面で遺

構を検出した。

堅穴式住居

当区東端中央で竪穴式住居を検出した。4.7m四方の規模で、方向はN-30° ―Wである。柱穴

は四つで、2,0× 2.5mの間隔の位置にあり、またそれぞれ径40cn程、深さ50cnの大きさで、うち

一つの柱穴では径20cnの柱根が観察された。住居内の周囲には幅15cm、 深さ5 cnのいわゆる壁溝

がめぐる。ただし住居の北半は後世に削平されており、その部分については壁溝は検出できなかっ

た。住居の北辺の

中央に当たる位置

に竃跡を検出した。

径70～90cn、 厚さ

15cnの焼土塊が広

がるもので、その

中央に支脚の石が

立ったまま出上 し

た。慎重に精査 し

たが、竃の壁体は

見当たらず、住居

廃棄時に完全に踏

みつぶされ、支脚

だけが現位置のま

ま残ったものだろ

うと推測 した。

住居内からは須

恵器杯蓋 (22)や

土師器の杯 (24)、 第 6図 竪穴式住居実測図
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TP+2160m

2150m

8 暗灰黄色土
9 明黄褐色～黒褐色土 (地 山 )

第 7図  F区全体図

甑 (25)、 甕 (26)が 出上 した。竃内の焼土中には須恵器・ 土師器があったが、図化 し得たのは

須恵器杯 (23)である。 (27)は寵の支脚の石で、自然石であるが強い火を受けており、赤みが

かった色を呈 している。

前述 したように竪穴式住居の北半は後世に削平されており、この周辺の地山直上層に、住居内

にあったと思われる遺物が散乱 した状況で出上 した。上師器の甕 (28～ 31)、 杯 (32・ 33)、 須恵

-6-



器杯 (34・ 35)、 土師器の把手 (36)がある。

掘立柱建物

調査区南東隅に 1間 (2.2m)× 1間 (3.Om)の

掘立柱建物を検出した。竪穴式住居から南へ 8mの

位置にある。柱穴は50cn、 深さ20cnで、柱根は観察

できなかった。建物の方向はN-45° 一Wである。

出土遺物はなかった。掘立柱建物としたが、竪穴式

住居が大きく削平されて、柱穴のみが残存 した可能

① 灰黄褐色土  ② 明黄褐色等斑土  ① 黒褐色土

第 8図 土砿墓 (P-11)実測図

性もある。

土壌墓 (P-11)

掘立柱建物の西2mの位置に検出した。2.3× 1.Om、 深さ0.2mの規模で、埋上の中央に黒褐

色上が大きく落ち込んでおり、木棺があったものと思われる。出土遺物としては土師器片がある

が、図化しえるものはなかった。

以上の竪穴式住居・掘立柱建物・土渡墓は、おおよそ時期は同じと考えられる。

弥生時代のピッ ト (P-30)

後述の溝-22に切られるピットで、残存規模は0.8× 0,4m、 深さ0,15mを測る。 I様式末の弥

生式上器の壷 (39)が出上した。全体的に荒いハケロの上に、回縁端部では刻目と一条の沈線、

頸部および肩部に数条の沈線を施す。なお (40～42)は包含層から出上した弥生式土器である。

古墳時代のピッ ト (P-40)

調査区の北東隅に位置するもので、その西半は段差によって切られる。3.5× 3.Omの大きさで、

深さ0,15m。 土師器の高杯 (37)、 双孔の有孔円盤 (38)が 出土 している。有孔円盤は滑石製と

思われるもので、同様のものは能勢町内では岐尼遺跡で四点出土している。

石組の方形土塘 (P-23)

竪穴式住居の北西で、段差の直上

の位置にある遺構である。3.5× 2.0

mの方形で、深さ0.5m。 四方の壁

に石を組んでいるが、半分程は抜き

取 られていた。埋上の下半は小さな

焼土塊を含む褐灰色上である。出土

遺物はほとんどなく、時期不明と言

わざるを得ない。

近代と考えられる溝 -21が この方

形土壌を意識 したかのように、直前

で直角に曲がっているところから、 第 9図 石組土埴 (P-23)実測図
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同溝と同時期と考えたい。

溝 -22

調査区東半の高合部分の南から、段差に沿って北に延び、22mの ところで直角に東に折れる溝

である。幅1,4m、 深さ0。 25m。 出土遺物は少なく、中世の瓦器や土師器の細片が出上したが、

図化し得るものはない。またこの溝の内側に小ピットはいくつかあるが、確実に同時期となるも

のはない。従って屋敷を囲む溝と考えることは今のところ困難である。この溝の性格については

不明と言わざるを得ない。

一そ修修参披こ
fl中 い

39

40

割
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｏ
ｌ

８７

５ ｃ

竪穴住居、28～36 竪穴住居周辺の包合層
P-40、 39 P-30、 41J～42 包合層

第10図  F区出土遺物 (38のみ S=1/2、 他は1/4)
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第 2節 G区 の調査

G区はF区の東に20m離れて設定した、幅 8m、 長さ30mの調査区である。中央で lm足らず

の段差があり、それより西の下段部はいわゆる表上下即地山、東の上段部は表土と地山の間に

0。 7～0.8mの整地上の互層が挟まる。地山面で遺構を検出した。

溝 -26

下段中央で南北に走る大溝である。幅3.2m、 深さ0.8mを測り、埋土は下層がオリーブ黒色粘

質土、上層が灰黄褐色土。下層には有機物を含んでおり、滞水していた状況を示す。出土遺物は

ほとんどなく、わずかに土師器の細片が若干あったのみである。埋上の状況から現代のものでな

いのは確かであるが、詳しい時期は不明と言わざるを得ない。

井戸 (P-3)

上段中央の南セクションに沿う位置で検出した。径1.2m、 深さ0。 9mの規模で、周囲の壁に石

を組んでいる。検出時は石組が崩れ、井戸内に石が放り込まれている状況であった。出土遺物は

なく、時期は不明。周辺の地山面上で中世の瓦器・土師器の細片を得ているので、この時期の可

能性もあるが、確かなことは言えない。

その他の遺構

G区では他にも小ピット、清等が検出されたが、ほとんどが遺物を含まない。また埋上の状況

からして、近・現代のものが多いと考えられる。

第11図  G区全体図
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第 4章 城ケ脇遺跡出土遺物

同事業に伴い発掘調査されて未報告であった標記遺跡の遺物について報告するものである。

当遺跡では、古墳時代末か飛鳥時代と考えられる竪穴式住居 1棟と中世の掘立柱建物 2棟を検

出している。竪穴式住居は 3m四方の規模のもので、その南東隅に亀を設けている。 (1・ 2)

は竃内から出上 した土師器甕、 (3)は住居の床面から出土 した土師器甕で、ともに完形に復元

しえるものである。住居内からは須恵器の出土はなく、図化 し得るものは以上の 3点であった。

(4～25)は包含層出上のもので、奈良～平安時代前期。須恵器杯 (4～ 12)、 須恵器皿 (13・

14)、 土師器外 (15)、 土師器皿 (16)、 黒色土器碗 (17・ 18)、 土師器甕 (19～ 23)。 特殊なもの

として (24)の緑釉碗、 (25)の銅碗がある。銅碗は当町内の遺跡では上椿遺跡からも出上 して

いる。

(26～ 187)は平安時代後期～中世に属する遺物で、そのうち (26～ 179)は包含層、 (180～

187)は小 ピット遺構からの出土である。土師器皿 (26～67)の うち (26・ 27・ 65・ 66)んミ平安

時代にさかのぼり、他は中世となろうか。幾種かのタイプがあるが、地元産と見られるものが多

く、編年することは難 しい。 (68～71)は瓦器皿、 (72～ 132)は瓦器碗、 (133～ 136)は土錘、

(137)は 十能の把手で瓦質のもの。

輸入陶磁器としては青磁 (138～ 150)、 白磁 (151～ 168)がある。

(169)は土師質のタタキ鍋、 (170)イよ瓦質の甕、 (171)は瀬戸。 (172～ 175)イよ滑石製の

石鍋片で、うち (175)には二つの孔が穿たれている。 (176)イよ須恵器の甕、 (177)は須恵器

の鉢、 (178)イよ鉄製の刀子、 (179)は 鉄釘。

(180。 181)は P-31、 (182・ 183)は P-32、 (184)は P-92、 (185)は P-193、 (186)

はP-125、 (187)は P-39か ら出上 している。

包含層からは古墳時代のものが少量出上 している。須恵器の器合 (188)、 杯蓋 (189・ 190)が

ある。

ところで能勢町は大阪府下では緑釉陶

器の出土する遺跡が多いところで、本遺

跡でも一点出上している。尾道遺跡で未

報告だったもの (191～ 195)を合わせて

ここに報告する。

なお本事業に伴う発掘調査は今年度で

終了することになるので、これまでの町

内の調査の成果をまとめるため、一覧表

を作成した。

Cテ扮易蒻蒻務〆
かまど断面

A%蒻
″蒻蒻″

B

床面上の
甕の断面

1   :   I

第12図 城 ヶ脇遺跡堅穴式住居実測図
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表 1 能勢町の埋蔵文化財関係文献一覧

文 献  名 発行年 発行機関 報告 声れ 矛糟 蘇 付  論

『東郷村誌』 東郷村役場 〔大型磨製石斧の報告)

『 摂津西能勢のガマの研究』 1958 ★蹄府鋭恣 ガ マ

『大阪の支 rヒ財』 1962 大阪府教委 岩坪 吉 遺

『 uL昔十 11:港 林・ 繕 BTttBnt率掘 謂 杏軽 報 1 19R0 七摯 BT麹恣 BL讐十 11:浩 妹 .路蹴 格 妹

『 中筋潰 跡発掘調査概要』 大阪府教委 中筋遺跡

『能勢町 吏第 4巻Л 1981 隼摯 町 得 爆 IIT肉 の各潜 飾 の室 大 成

『飾・き o‖I ttnR暑 1 大阪府教委 中鮪活 蘇

『飾・呑・ml ttR4暑「 た臣麻幾奉 た軍摩寺

『日本城郭大系第12巻』 断人物律菜粁 町内の競跡 11ケ 所

『 能 塾 HTtt Fム ttる 爆 苗マ イヒ財 の調 杏 1 1985 誰勢 n「数碁 廂山 7号増・ 矩車横跡 「古 件 ・ 由世 +製 の郡 李

『節・香・仙 第41号』 大阪府数奉 ニ ノ院遺跡・ 稲荷社遺跡

『★璽浩訴率編調杏経募』 1985 大阪府数奉 大里遺跡

1 『大里遺跡発掘調査概要・ Ⅱ』 大阪府教委 大里遺跡 匿奉 雄 「静 塾 町 の 4h形今 稲

竹原恵二「土壌中火山灰抽出分析

血 HR嵩 「石 材 の 讐 石 籍 1

大淫下己 「大里UJ上の銅津の金属的調査 J

『キ 印禍 踪率規調巷簿車 。Wl 1986 大阪府数奉 尺里遺跡

『 由 舘 格 献 率 Im謝蓉 IV車 o Wl 1986 太隈府教委 ■筋遺跡・平井所 。慈光庵南遺跡

『ニ ノ院遺跡発掘調査報告』 19R6 争勢 HT救奉 ニ ノ院浩 訴 静華雄 「能勢の粂 軍型地割 の分布 と形態

『舘・呑・和I 翻 ク再 1 19R7 ★臣 府触 碁 鯖稀 社積 琳

1987 大阪府教奉 中筋遺跡

『八ケ岡遺跡発掘調査概要』 尺阪府教委 八ケ岡遺跡

2( 『湯屋の下・ 石ナ町遺跡発掘調査概要』 19R7 た臣府数奉 駐 醸 の 下 構 昧 .石+BT種 麻

『八ケ岡遺跡発掘調査概要・Ⅱ』 1988 た阪府教碁 入ケ岡遺跡

『 法穂 娠 積 蘇 季 編 調 杏経 馨 諷 1988 た阪府教奉 法蓮坂・ 中抜・ 八斗代 。コモク遺跡

『大 曜捜跡発掘調査概要 ,Vn 尺阪府教委 ★駁種蘇 謹科哲嘱れ 「HT内のサ ヌカイ ト産地分析 |

% 『東郷地区遺跡群発掘調査概要』 た臣府触奉 寺 類 工 ・ 野 闇 r‐屋 館 駄 .虚子 苦 搭

『岐尼南部遺跡群発掘調査概要』 19f19 た瞬府数碁 コモ ク遺琳・ 尾皆遺跡等 6遺跡

『大坂の歴史87 泉北資料館だよりNo38』 1989 慕北考古奮料鐘 法穂坂澄跡

『府下輝支研究会 (隻20回)奮料』 1989 醐文化 財セ ンター 広子古墳

『能勢町の中世城乳』 1989 葛橋成計 町内の城郭跡 28ケ所

1990 大阪府教委 署槽 漕 蘇

『上椿・ 城ケ脇遺跡発掘調査概要』 大阪府教委 r離消妹 .tFtオ朧格琳

『 円山古増群発組調査概要』 太阪府教委 ¬血古 婚 離

『 コロモ・ 上椿遺跡発掘調査概要』 大阪府教委 L構綸鉢・ コロモ潰跡

『岐尼地 区遣跡群発掘調査概要』 ★阪 府激 奉 眠窺 稿 鯨 .い 嬢 港 昧

34 『岐尼地区遺跡群発掘調査概要・ IB 大阪府教委 竿垣 内謹ト ガマ

『野間中古墳群発掘調査概要』 ★阪 麻 散奉 邸簡 由 古 佑 選 .h′ 位 .野闇 格 琳

『能勢 に潜幸 された安徳天皇』 1992 野太 固 ク助 岩備朴繹壕跡

『 府下埋支研究会 (第 25回 )資料』 Hn寸イレR147｀ノ々 ― 酵間 中古 堵 驚

『吉野遺跡発掘調査概要』 ★隠 府 救奉 吉野積 跡

『岐尼地 区遺跡群発掘調査概要・ Ⅲ』 大阪府教委 葛用清 琳・ 八幡粁綸肺 ガマ

4C 『泉南郡遺跡群発掘調査概要』 199R ★隠 時 撤参 解稀4r潰跡

199R ★瞬 府 鋭奉 医華 帝 昧・ 暖 闇 油 井 活 鯨 .恣 里
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4 『大里遺跡発掘調査報告書む 1993 錐勢町教委 入里遺跡 「能勢の古代末 。中世前半土器の再検討

4 『まちかね考古第 5号』 1993 阪大考古学研究会 気山 1号墳

を 『摂河泉文化資料342・ 43号Л 1998 摂河泉地域史研究 蜘内備蓄銭

『吉野遺跡発掘調査概要』 1994 大阪府教委 吉野遺跡

な 『岐尼地区遺跡群発掘調査概要・Ⅳ』 1994 大阪府教委 葛田遺跡・八ケ坪遺跡・尾道遺跡

『府下遺跡群発掘調査概要』 大阪府教萎 戒浦遺跡

な 『東郷地区遺跡群発掘調査慨要』 1994 大阪府教萎 灰ノ尻・野間神社・巻場遺跡

杢 『摂河泉文化資料第J号』 1994 摂河泉地域史研究 L内備蓄銭 。き野渡跡構蓄錢

『木野川流域遺跡群発掘調査事業報告書』 1995 能勢町教委 讐場遺跡・条里坪堺

『東郷地区遺跡群発掘調査概要・ Ⅲl 大阪府教委 辟FBII活 郎・ 巻 爆活 麻 。キ 門活 琳

『吉野遺跡発掘調査概要・Ⅲ』 1995 大阪府教委 吉野遺跡

『九本田遺跡試掘調査概要報告書』 1995 豊能町教萎 九木田遺跡

『府下埋文研究会 (第32回 )資料』 帥文化財セ ンター 貯間遺跡・巻場蟄餅・ 吉野潰跡 唯 蓄儀 の籍餞 の重莞 ι主福 鋏ハ rt丞ハ 1

『まちかね考古第 6。 7号』 1995 阪大考古学研究会 五山 3。 4・ 5。 6号墳

『能勢町埋蔵文化財調査概要Л 1996 能勢町教委 吉野遺跡

『木野川流域遺跡群発掘調査事業報告書』 毛勢町救碁 圭田遺跡

『大量遺跡発掘調査報告書I』 1996 篭勢町教委 た塁遺跡・ 月基寺常使印搭

『山内池尻 。畑垣内遺跡発掘調査概要』 1996 太阪府教委 と肉油F滑蘇 o4L4ほ 肉活琳

『 吉野 閣造 琳率編調 杏経事 1 大阪府数碁 き野関遺跡・吉野遺跡

『東郷地区遺跡群発掘調査概要・Ⅳ』 1996 大阪府教委
『

間違跡・ 巻場遺跡 重金誠「巻場遺跡建物群の再検討 1 ほ か

『府下埋文研究会 (第34回)資料』 1996 助文化財センター 瞑田遺跡

『まちかね考古第 8号』 1996 阪大考古学研究会 愛宕社古墳群

骸 『木野川流域遺跡群発掘調査事業報告書』 1997 能勢町教委 西ケ久保遺跡

『能勢町埋蔵文化財調査幌要』 1997 能勢町教委 野問遺跡

『東郷地区遺跡群発掘調査脱要・V』 1997 大阪府教委 野問遺跡・ 西ケ久保遺跡

F歌垣第 2地区発掘調査概要・ I』 1997 大阪府教委 ハイ原・唐竹・坪ノ内・阪尻遺跡

『原田遺跡発掘調査報告書』 髪勢町教委 願田遺跡

『能勢町埋蔵文化財調査概要』 1998 セ勢町教委 六里遺跡

7〔 『倉垣遺跡発掘調査概要』 1998 大阪府教委 倉垣遺跡

『まちかね考古第 9号』 反大考古学研究会 戸田山古墳群・狐塚古墳

『倉垣遺跡 (E区等)発掘調査概要』 1999 大阪府教委 含垣遺跡・ 城ケ脇・ 尾道遺飾

『府下埋夷研究会 (第38回)資料』 1999 跡文化財センター 巻場遺跡・野問遺跡

7Z 『野関遺跡発掘調査報告書』 1999 能勢町教委 野間遺跡

『中世の出土銭』 1994 兵庫埋蔵銭調査会 コ内備蓄銭

『中世の出土銭 補遺 1』 1996 兵庫埋蔵銭調査会 き野遺跡備蓄銭

『出土銭貨第5号』 1996 出土銭貨研究会 き野遺跡備蓄銭

『大里遺跡発掘調査概要・Ⅶ』 1998 大阪府教委 大里遺跡

『中世土器研究41号』 1987 中世土馴 究会 大里遺跡

『中世土器研究55号』 1990 中世土器研究会 人里・中筋・法蓮坂遺跡

『中近世土器の基礎研究X』 1994 中世土器研究会 雪代～中世の町内各遺跡

『府下埋文研究会 (第7回)資料』 1982 齢文化財センター II尻遺跡

『府下埋文研究会 (第 12回)資料』 1985 腋 化財センター (里遺跡

『府下埋文研究会 (第 13回)資料』 1986 酌文化財センター 六里遺跡、余野城跡

『府下埋文研究会 (第 15回)資料』 峡 化財センター 法蓮坂遺跡

『余野城跡発掘調査概要』 1992 た阪府教委 余野城跡

『切畑中ノ垣内遺跡発掘調査概要』 大阪府教委 切畑中ノ垣内遺跡

『豊能町史 本文編』 豊能町役場 町内各遺跡
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遺 跡 名 地区名 文献番号 遺物番号 時 期 報告点数

大里遺跡

大里

12 29 後期 1点

13 1～ 18 前・後・晩期 18点

14 120 後期 1点

42 1～4 前 。後・晩期 占
＾

刀
士

98年度調査未報告 早期

中筋遺跡

山辺

5 第 5～ 10図 前期 B4点

6 1～72 前期 72点

18 1～ 14 早・前・後期 14点

野間遺跡

野間中

35 249・ 250 前・晩期 2点

24 96～ 99 早・後期 4点

野間稲地

51 4～ 8 早期 5点

61 302 1点

66 258～281 早。前。中。後・晩期 24点

74 190～ 207 晩期 18点

野間神社遺跡 地黄 48 137～ 139 後期 3点

地黄北山遺跡 地黄 5 1～8 早 。前・後・晩期 8点

6 図20 早期 4点

寺田遺跡 寺田 88 報告文のみ

表 2 縄文式上器出土遺跡

表 3 弥生時代遺跡

遺 跡 名 地区名 文献番号 遺 物 番 号 遺物の種類 時 期 主 な 遺 構

倉垣遺跡(ハイ原)

含垣

11、  12、 62、  76、 153、  154 霊、甕、製塩土器 中期 翌穴式住居

25～ 46 壺、甕 前～中期

39～ 42 垂、褒 帥～ 中期 rT～ Wゝ

)8年度調査未報告 垂、衰、石包丁等 前～中期 (I～Ⅲ) 墾穴式住居、方形周溝墓

原田遺跡 含垣 1～23、  39～ 86、  180～ 187 壼、水差、磨製石剣等 中～後期 (Ⅲ～V) 丘陵上の方形周溝墓群

稲荷社遺跡

上田尻

眼告文のみ

11 17～ 22、  26 壷、甕、磨製石斧等 中期 (Ⅲ～Ⅳ)

1-21 壺、甕、鉢等 中期 (Ⅲ～Ⅳ)

地黄北山遺跡 地黄 1～4、 ①～⑦ 垂、石鏃 中～後期 (Ⅲ～V) 竪穴式住居

横町遺跡 倉垣 報告文のみ 中期 (■ )

暮坂遺跡 山内 報告文のみ 有柄式石鏃

野間神社遺跡

PL黄

41 報告文のみ

48 141～ 147、 173 褒、高杯 中～後期 (Ⅳ～V)

巻場遺跡 地黄 48 報告文のみ

古路遺跡 地黄 報告文のみ 儀期

大里遺跡

太里

19～ 173、 Sl～ S24 壺、甕、石鏃、石包丁等 前～中期 (I～Ⅳ) 方形周溝墓、土器棺、土壌

100～ 110、  114、 115 垂、甕、磨製石剣 中期 河川

42 5～ 18、  203 義、甕、磨製石剣 前～中期

吉芝遺跡 森上 �25の8 喪 前期

森ノ浦遺跡 森上 図26の4 震 隣期

岐尼小学校遺跡 今西 図22の 18、 19 震、磨製石剣 中期

堅田遺跡 争西 服告文のみ 後期

-16-



表 4 竪穴式住居

置 跡 名 調査区 住居番号 硯模と形状 柱穴致 (検出数) 炉あるいは竃 時 期 文献番号

大里遺跡 H-11 オ形 古墳時代前期

H-12 庁形 古墳時代前期

法革坂遺跡 代 B区 菊北5.5m以上の方形 西辺中央に驚 古墳時代

上椿遺跡 代区 1 1辺5.5mの方形 4 古墳時代前期

B区

1辺5.5mの方形 古墳時代前期末

l辺4.5mの方形 古墳時代後期

E区

と辺6mの方形 西端東部に焼土 古墳時代前～後期

1辺4,3mと4.lm(建替) 4 西端に焼土塊 古墳時代後期

F区 1辺4.5m(建替?) 4 4) 西側床面に炉 古墳時代前期末

賊ヶ脇遺跡 2.8× 3.Omの方形 4 4) 東辺南寄りに竃 古墳時代末期

犀組潰餅 26区 方形 古墳時代

野間遺跡 3区 1 5.3× 5,9m以上の方形 4 4) |ヒ側中央に竃 袖石 飛鳥時代 I

4.8× 3.9m Iヒ伯1中真に釜 姉石μすMl 飛鳥時代]

4

束壁に竃 袖石

5,1× 4.3mの不整方形 1ヒ半都中央に焼土 飛鳥時代Ⅱ

5.4X4.6mの方形 1ヒ壁中央に驚 飛鳥時代I

5.3X4.5mの 方形 4(4) 化側中央に竃 礁鳥時代Ⅱ

焼土 飛鳥時代Ⅲ

4.6～7.6mの不整方形 北壁東寄りに焼土

院土

南】阻.6mの方形 南西壁に焼土

14 生.5X3.2mの方形

5区 生,OX3,7mの方形 北西隅に鼈 磯鳥時代Ⅲ

1辺7～8mの方形

8区 1 4 】監刃中英に驚 飛鳥時代Ⅲ以降

L区 1 4.2X3.5mの方形 4?(2) 西辺中央に驚 飛鳥時代 破

2 5。8X6.Omの方形 4 (4) 西辺中央に竃 古墳時代末期

6.6X7.Omの方形

3.OX4,Omの方形 4 (4) 西辺中央に鼈

5,7X6.Om以上の方形 4 (4) 古墳時代後期

6.6m四方の方形 4(4) 西辺中央に監 占墳時代末期 66

巻場遺跡 2区 3.8X3.4mの方形 北側に焼土 占墳時代後期

倉垣遺跡

(ハイ原)

ヽ区 1 5,3m四方の方形 4(2) 西辺中央に驚 立脚 飛鳥時代 70

1辺4,9mの方形 4(2)
1辺5.Omの方形 (4) 西辺中央に焼土

D区 SH47 径6.4mの 円形 4、 5、 6(建替) 中央ピットに炭灰 ホ生時代中期

F区 生.7m四方の方形 (4) 西辺中央に竃 支脚 磯鳥時代

田区 方形2槙 98年度調査未報告 占墳時代後期

I区 オ形1棟 占墳時代前期

円形3棟 4～ 6(逮替) 弥生時代中期

J区 刊形1棟 弥生時代中期

唐竹遺跡 代区 1辺3.6mの方形 0(0) 火を受けた中央ピット 古墳時代後期

地黄北山遺跡 A地点 1辺2.5mの方形 祢生時代後期

願田遺跡 68
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表 5 緑釉陶器出土遺跡

表 6 出上した文字資料 (古銭・中国製磁器を除く)

表 7 製塩土器出土遺跡

潜 訴 名 所存拗区名 支献碁丹 潰 物 碁 号 報告点救 誦杏華縮年慮

尾道遺跡

垂 水

25 報告支のみ

12点

1988年唐72 191～ 19氏  r備ヽ

29 クA・ 97 r続Ⅲ

1989年度46 124～128 (碗 )

屋組遺鉢 垂水 33 3 (皿)、  31・ 63ハψ65 (碗 ) 5点 1990年度

岩坪古塔 神 山 6 報告文のみ(碗 ) 1点 1951年度

城脇遺跡 神 山 72 24 (碗) 1点 1989年度

法蓮坂遺跡 稲 加 9氏 o9A・ z10 r葛浦、 a点 1987年店

大里遺跡 大里 12 3(碗)

12点

1984年店

13 9Rn rm、    R9R.R9zt r備 Ⅲ 1985年唐

14 31・ 59。 119 (碗 )、  58 (11) 1985年度

42 180～ 183 (Ю竜) 1991年度

八ケ岡遺跡 宿 野 R3 (備 ) 1由 1987年唐

坂ノ尻遺跡 凱苦 J監 4R RR(陰刻絃支輪荘 m)、 2(赫 ) 2点 1993年産

労 ノ坪清 訴 帥苦 南 35 203 (I》脩) 1点 1991年唐

野間遺跡 野間稲地 66 121・ 240 (石》監)

Fl白

1996年度

74 19～ 21、  120 (備) 199R年慮

寺網手積 跡 野 闇 中 24 RR・ qRハψ9氏  rD帝、 4点 1988年唐

吉野清 淋 吉 野 45 R・ 1∩ oll r稿  ヽ 9。 1,rm、 5点 1993年産

山内池尻潰赫 山 内 59 50 (碗) 1点 1995年度

阪尻遺跡 山 内 67 14n・ 141 r備ヽ 2点 1996年唐

含拓清跡 倉拓 72 (石》徹) 1点 1998年度

清 訴 名 所存 JI区 名 文 字 名 遺物の種類 時 期 文献番号

尾楢潰跡 華 水 「盾 |「出 |「口東 須恵器邦 墨書 8～9世紀

野問遺跡 野 FBRttIII 「口奈 藤 日 1 土師器 罷書 8～9世紀 6(

法蓮坂遺跡 稲地 「皆 に夕EEI 銅 印 陽 刻 9世紀 22

吉 野 滑 訴 吉野 「)レ(1 須恵器杯 罷書 9世紀 45

大里遺跡 大里 「西殿 土師器必 累書 9世紀

犀組潰跡 垂 水 「m由両 |「十日 曲 物 悪書 10世紹 33

九ノ坪遺跡 地苦南 「畠中 黒角土器碗 悪書 10世紀 35

岩崎社経壕 野間出野 「巻和元年十 月五 日聖 人澄珍願主米舟氏 I 銅錯銀経筒 籠 彫 12世組 86。 74

野間漬跡 野間稲地 「淫 一 漆暴皿 漆書 14世紀 61

月塞寺宝僚印塔 大 甲 宝僚印陀羅 尼解ほか 銅興経簡 と姦納経 lR世紹 5日

遺 跡 名 文献番号 遣 物 番 号 出 土 量 時  期

大塁遺跡 1 240 8世紀前～中葉

法蓮坂遺跡 22 54 平安時代前期

尾道遺跡 29 報告文のみ

1万点以上 116.7kg

コンテナ10箱 奈良～平安時代前期

4C 75～80

6C 報告文のみ

野聞遺跡 61 256～264 コンテナ 1箱 奈良～平安時代前期

6( 122-131 奈良～平安時代前期

大門遺跡 51 写真のみ 奈良時代

倉垣遺跡 67 53、 55 弥生時代後期

98年度調査未報告 古墳時代前 。中期

九木田遺跡 53 12、 18 奈良時代後期

余野城中所地区 未報告 平安時代前期

-18-



表 8 古式土師器出土遺跡

表 9 井戸遺構

遺 跡 名 地区名 珀献番号 置 物 番 号 種 類 主 な 遺 構

岐尼遺跡 今西 図15の 1～ 13、 図16の15～20 壺、甕、小型丸底壷、小型器台等 土器溜まり、環状列石

堅田遺跡 今西 図27の 1～9 壺、甕、高杯、小型丸底壷

岐尼小学校遺跡 今西 図22の 17 小型丸底壺

上椿遺跡 神山 96～ 113 壷、甕、高杯、鉢 竪穴式住居

2 小型丸底壷 ピット

屋組遺跡 垂水 写真のみ 衰、高杯 竪穴式住居

大里遺跡 大里 197-218 壺、甕、高杯、鉢、小型丸底壷等 竪穴式住居

14 報告文のみ

達田遺跡 地黄 48 102、  113～115 妻、高杯 SK

野間神社遺跡 地黄 48 142、  156～ 160、 172 褒、高杯

巻場遺跡 地黄 13～32 甕、壺、高杯、杯

西ヶ久保遺跡 野問稲地 48 201 高杯

45～247 甕

64 16～22 甕、高杯 流路

唐竹遺跡 山内 121～ 129 褒

67 〕2～97、  104～106 壺、甕、高杯 土坑群、竪穴式住居、溝

阪尻遺跡 山内 67 128～ 131 壷、甕 溝、自然流路、しがらみ

原田遺跡 倉垣 68 38～86 壺、甕、 S字状口縁 土坑

倉垣遺跡 鑢 98年 産調査夫報告 壺、甕、鉢、高杯、製塩土器等、 騰、竪穴式住居

造 跡 名 遺構番号 険 出 規 模 形 状 時 期 当 土 遺 物 文献番号

尾道遺跡 井戸1 径1.5m、 深さ2.7m 上半が内径0.5m、 下半が1辺0.6m 平安時代前期 黒色土器、緑釉

井戸2 睡0.7m、 深さ0,8m 陰に曲物

井戸3 臣0.9m、 深さ0.7m 素掘り 平安時代中期 黒色土器3～ 5

井戸4 睡0.8m、 深さ0.7m 素掘り

里組遺跡 井戸1 睡1.5m、 深さ1.7m 素掘り 平安時代 黒色土器、須恵器

井戸8 1辺2.2m、 深さ1.9m 1辺 1.3mの木枠、底に曲物 平安時代中期 質恵器等4～31

上棒遺跡 井戸1 百組 近年

洋戸2 睡1,5m、 深さ1,8m以上 1辺0.8mの木枠、底に曲物 12世紀 瓦器椀1

洋戸3 径1.2m、 深さ1.5m以上 1辺0,4mの木枠 平安時代前期

大里遺跡 井戸10 臣1.5m、 深さ0.6m 素掘り 輪 時代 瓦器椀等29～52 4乏

倉垣遺跡 G区 径1.2m、 深さ0,9m 石組 下明 (近年?)

西ヶ久保遺跡 N区 睡1.3m、 深さ1.Om 内法径0,7mの石組、底に曲物 と3世紀 瓦器椀等252、 253

野間遺跡 H区 径0.5m、 深さ0.3m 底に曲物 14世紀 瓦器椀104

匿2.5m、 深さ2.5m 内法径0,9mの石組 13～14世紀
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 耳ヒ糸革 東経
調査期間

調査面積

(ぱ )

調査原因
市町村 遺跡番号

くらがきいせき

倉垣遺跡 大阪府豊能郡

能勢町

倉垣地内

27322 34°

58ア

19″

５

　

７

　

０

３

　

２

　

５

1997年二月～

1998年 2月

1998年 11月 ～

1999年 3月

900ぱ

530m2

圃場整備

所収遺跡名 種 〃U 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

倉垣遺跡 集落跡 弥生時代

古墳時代

飛鳥時代

中世

小 ピット

ピット

支脚のある竃付き
の竪穴住居

谷状遺構

霊

土師器高杯、有孔円盤

須恵器杯、土師器甕、

瓦器、土師器、白磁等

10m

b

d

F

g

h

8 7 5 4 2 1

倉垣遺跡地区割表示図
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歌垣地区と京都丹波の山並 (南から)



図
版

一
　

Ｅ

。
Ｋ
区
全
景
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K区空中写真
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F・ G区空中写真
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竪穴式住居 (南東から)

竃の支脚 (北か ら) 掘立柱建物 (北東から)

キ

ゞ

土城墓 (北東か ら) 石組方形土拡 (北から)
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G区全景 (西から)

井戸 (北東から)

溝 -26断面 (北から)
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竪穴式住居跡出土の土師器

銅碗片 (表 )

同上 (裏 )
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24

須恵器郭

郭底部

土師器奏
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中世の瓦器碗

中世の土師器小皿



青磁片 (表 )

同上 (裏 )
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白磁 (表 )

白磁 (裏 )

古墳時代の須恵器
189






